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インターネット依存・
ゲーム障害の

現状と課題
―専門治療外来の
　臨床場面から思うこと―

明星大学心理相談センター

Zoomでのオンライン開催

明星大学心理相談センター　東京都日野市程久保 2-1-1
TEL 042-591-5933 （公開講演会用）

定 員

200名
参加費

無料

近年、新型コロナウィルス感染拡大防止のための行動
制限や、小中学校で開始されたギガスクール構想、eス
ポーツの隆盛など、人々を取りまくインターネットやゲー
ムの世界は急激に変化しています。世の中の変化に伴
い、配信者への高額な投げ銭や、親のゲーム依存によ
るネグレクトの問題など、ネット・ゲーム依存関連問題
も変化し、ますます拡大しています。当日は、ネット・ゲー
ム依存の臨床場面から見える現状と、今後の課題につ
いてお話ししたいと思います。

お問合せ

2 0 2 3年度  明星大学心理相談センター  公開講演会

主催

会場

どなたでも参加できます
大学ウェブサイトにてお申し込みください。

【申込期限】10月20日㈮ 17時
https://forms.office.com/r/iA45hhGNRS

ご参加希望の方は必ず事前登録をお願い
いたします。メールアドレスをお伝えく
ださい。オンライン上で、ご参加いただ
くためのURLは5日前までにメールにて
ご連絡致します。

三原聡子 氏
独立行政法人
国立病院機構久里浜医療センター
主任心理療法士

講演者

略歴（プロフィール）
法政大学卒。筑波大学大学院博士後期課程修了。埼玉県内精神科病院
を経て、2009 年より独立行政法人国立病院機構久里浜医療センター
勤務。
臨床心理士、精神保健福祉士、公認心理師。生涯発達科学博士。
2011 年ネット依存専門治療外来開設時よりネット依存の治療・研究に
携わる。国内外の学会においてネット依存に関する発表を多数行う。
文部科学省委託事業「情報化の進展に伴う新たな課題に対応した指導
の充実に関する調査研究」調査研究委員。同省委託事業「青少年教育
施設を活用したネット依存対策研究事業」事業企画運営委員。関東甲
信越アルコール関連問題学会理事。著書「マンガケーススタディゲー
ム依存」（三原聡子著　2023年　法研）など。


